
黒幻の陰陽師

翳鴉

タテ書き小説ネット Byヒナプロジェクト

http://pdfnovels.net/



1

注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
黒
幻
の
陰
陽
師

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
２
６
４
９
Ｂ
Ａ

【
作
者
名
】

　
翳
鴉

【
あ
ら
す
じ
】

　
い
つ
も
教
会
の
庭
の
木
で
寝
て
い
る
少
年
、
雛
雅
。
い
つ
も
自
由
気
ま
ま
に

し
て
い
た
が
、
あ
る
日
村
人
を
襲
う
妖
怪
が
現
れ
る
と
噂
で
聞
い
て
…
。

※
『
黒
幻
の
騎
士
』
と
繋
が
る
ス
ト
ー
リ
ー
。
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プ
ロ
ロ
ー
グ

「
…
俺
は
…
…
死
に
た
く
な
い
…
。
」

≪
な
ら
、
お
主
の
対
価
を
払
え
。
≫

俺
は
人
間
が
大
嫌
い
だ
。

自
由
気
ま
ま
な
生
き
物
。

そ
れ
だ
け
で
腹
が
立
つ
。

「
雛
雅
！
下
り
な
い
と
危
な
い
ぞ
！
」

ひ
な
が

「
Ｚ
ｚ
ｚ
ｚ
。
」

「
ま
た
寝
て
る
の
か
。
」

俺
が
も
っ
と
も
好
き
な
の
は
…
。

”
妖
”
だ
け
だ
。

俺
と
同
類
の
よ
う
な
存
在
だ
か
ら
。

平
鬼
　
雛
雅

ひ
ら
き

ひ
な
が

１
６
歳
の
男
。

生
意
気
で
冷
た
く
て
自
分
勝
手
。

人
間
が
大
嫌
い
で
妖
を
好
む
。

”
黒
幻
の
陰
陽
師
”
の
称
号
を
得
て
い
る
。

教
会
で
住
ん
で
い
る
。
体
が
弱
い
。

教
会
の
庭
の
木
が
大
好
き
。

悪
那
　
梗
式

あ
る
な

こ
う
し
き



3

１
９
歳
の
男
。

明
る
く
て
誰
に
で
も
優
し
く
て
結
構
お
節
介
で
心
配
症
。

雛
雅
と
ず
っ
と
一
緒
に
居
る
。

雛
雅
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
と
言
え
る
存
在
？

お
兄
さ
ん
的
存
在
。
教
会
で
住
ん
で
い
る
。

雛
雅
の
手
伝
い
を
し
て
い
る
。

浜
村
　
美
麗

は
ま
む
ら

み
れ
い

１
６
歳
の
女
。

明
る
く
て
元
気
で
優
し
く
て
結
構
強
が
り
。

教
会
に
住
ん
で
い
る
。

雛
雅
と
梗
式
と
一
緒
に
居
る
。

妖
は
あ
ま
り
好
き
で
は
な
い
ら
し
い
。
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１
話
　
―
少
年
―

人
間
は
、
大
嫌
い
だ
。

「
ふ
わ
ぁ
～
…
あ
れ
？
雛
雅
は
？
」

「
い
つ
も
の
と
こ
ろ
だ
よ
。
」

「
分
か
っ
た
。
」

村
外
れ
に
あ
る
、
教
会
。

数
人
し
か
住
ん
で
い
な
い
。

だ
け
ど
、
若
い
村
人
は
ち
ょ
く
ち
ょ
く
そ
の
教
会
に
遊
び
に
来
る
。

「
雛
雅
。
」

「
Ｚ
ｚ
ｚ
ｚ
ｚ
。
」

一
人
の
少
年
が
教
会
の
庭
の
木
で
眠
っ
て
い
た
。

「
俺
は
…
…
生
き
た
い
…
…
。
」

≪
な
ら
、
お
前
の
対
価
を
払
え
。
≫

パ
チ
ッ

「
…
…
。
」

少
年
が
目
を
覚
ま
す
。

「
雛
雅
。
」

「
梗
式
…
。
」
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「
ど
う
か
し
た
の
か
？
」

「
知
っ
て
い
る
か
？
こ
の
頃
の
村
の
噂
。
」

「
あ
ぁ
、
知
っ
て
る
。
」

「
村
人
を
襲
う
妖
怪
…
妖
は
そ
ん
な
事
し
な
い
。
」

「
そ
う
と
は
限
ら
な
い
。
」

「
！
？
…
ま
ぁ
、
い
い
け
ど
。
俺
今
日
一
日
村
に
居
て
る
か
ら
。
」

「
な
ら
、
俺
も
！
」

「
い
い
。
俺
一
人
の
方
が
目
立
た
な
い
し
、
お
前
が
傷
つ
く
事
も
な
い
だ
ろ
う

？
」

「
だ
け
ど
…
。
」

「
い
い
か
ら
、
こ
こ
に
居
ろ
。
」

「
雛
雅
！
！
！
」

雛
雅
が
村
に
向
か
っ
た
。

ガ
チ
ャ
ッ

「
あ
れ
？
雛
雅
雅
は
？
」

「
美
麗
。
村
に
行
っ
た
。
」

「
ど
う
し
て
？
駄
目
だ
よ
！
！
雛
雅
が
！
」

「
雛
雅
が
来
る
な
っ
て
言
う
か
ら
。
」

「
…
…
。
」

「
は
ぁ
～
。
美
麗
行
く
か
。
」

「
う
ん
！
」
ニ
コ
ッ

美
麗
と
梗
式
が
教
会
か
ら
、
村
に
向
か
っ
た
。

タ
ッ

「
妖
の
匂
い
が
す
る
。
」

雛
雅
が
鼻
で
嗅
ぐ
。

そ
し
て
、
雛
雅
を
見
た
村
人
た
ち
は
ざ
わ
め
き
始
め
る
。

「
教
会
の
奴
だ
。
」

「
何
し
に
き
た
ん
だ
？
」

「
妖
怪
を
連
れ
て
き
た
の
は
あ
い
つ
じ
ゃ
無
い
の
か
？
」
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「
何
で
、
こ
こ
に
？
」

「
気
持
ち
悪
い
。
」

「
…
…
。
」

雛
雅
は
無
視
し
て
い
た
。

そ
の
ま
ま
、
村
を
歩
い
て
い
た
ら
…
。

バ
ン
ッ
！
！

「
痛
ッ
！
…
。
」

雛
雅
の
頭
に
石
を
投
げ
て
く
る
幼
い
男
の
子
が
居
た
。

雛
雅
は
頭
に
怪
我
を
し
た
。

「
…
…
は
ぁ
…
。
」

だ
か
ら
人
間
は
嫌
い
だ
。

自
分
自
身
と
違
う
生
き
物
を
否
定
し
た
が
る
。

「
…
居
た
。
」

雛
雅
の
目
の
前
に
巨
大
な
妖
怪
が
現
れ
た
。

「
グ
ワ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
！
！
！
」

「
操
ら
れ
て
る
の
か
。
」

≪
…
や
め
た
い
。
傷
つ
け
た
く
な
い
。
≫

「
そ
う
か
。
そ
れ
が
本
心
か
。
」

≪
助
け
て
く
れ
…
。
≫

「
な
ら
、
俺
が
助
け
て
や
る
よ
。
」

雛
雅
の
背
中
に
背
寄
っ
て
い
た
日
本
刀
を
出
す
。

「
氷
華
爆
憐
衝
！
！
！
！
！
！
」

ひ
ょ
う
か
ば
く
れ
ん
し
ょ
う

「
ウ
ワ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
！
！
！
！
」

雛
雅
は
日
本
刀
を
直
し
た
。

妖
怪
は
正
気
を
取
り
戻
し
た
が
、
消
え
か
か
っ
て
い
た
。

「
あ
り
が
と
う
な
…
わ
し
を
助
け
て
く
れ
て
…
あ
り
が
と
う
。
」

「
…
ご
め
ん
。
今
度
。
俺
の
教
会
に
遊
び
に
来
い
よ
。
」

「
行
く
さ
…
わ
し
の
大
切
な
命
の
恩
人
…
だ
か
ら
…
。
」
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妖
怪
は
消
え
た
。

ポ
タ
ッ

雨
が
降
っ
て
き
た
。

「
雛
雅
！
」

「
…
そ
っ
か
…
楽
し
み
に
し
て
る
。
」

「
雛
雅
！
大
丈
夫
？
」

「
あ
ぁ
…
大
丈
夫
だ
。
」

「
頭
、
怪
我
し
て
る
じ
ゃ
な
い
！
」

美
麗
が
頭
の
手
当
て
を
す
る
。

「
雨
か
ぁ
、
梗
…
。
」

「
な
ん
だ
？
」

「
俺
は
救
え
た
か
な
？
…
妖
を
…
。
」

「
救
え
た
よ
。
だ
か
ら
、
泣
く
な
。
」

「
…
泣
い
て
な
い
…
。
」

俺
は
、
妖
が
好
き
。

妖
が
消
え
た
り
し
た
ら
、
俺
は
悲
し
い
。

知
ら
な
い
う
ち
に
泣
い
て
し
ま
う
。

だ
け
ど
、
俺
は
…
”
黒
幻
の
陰
陽
師
”
妖
怪
を
斬
る
者
。
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２
話
　
―
半
妖
―

「
雛
雅
、
大
丈
夫
か
な
？
」

「
い
つ
も
の
事
だ
け
ど
、
あ
れ
は
多
分
。
重
傷
だ
な
。
」

「
…
見
て
き
た
方
が
…
。
」

「
今
は
一
人
に
し
て
や
れ
。
」

梗
式
と
美
麗
が
教
会
の
窓
か
ら
じ
っ
と
雛
雅
を
見
て
い
た
。

「
…
ん
？
。
」

雛
雅
の
鼻
が
利
く
。

「
人
の
匂
い
。
誰
か
が
教
会
に
近
づ
い
て
く
る
。
」

雛
雅
は
木
か
ら
降
り
る
。

「
な
ん
だ
？
妖
の
匂
い
？
人
の
匂
い
？
」

両
方
の
匂
い
が
近
づ
い
て
く
る
…
。

そ
し
て
、
雛
雅
の
目
の
前
に
一
人
の
少
女
が
居
た
。

猫
耳
が
生
え
、
９
個
の
尻
尾
が
生
え
て
見
た
目
は
人
間
な
の
に
違
う
。

九
尾
の
妖
怪
の
よ
う
で
違
う
。

「
お
前
、
誰
だ
！
」

「
…
わ
し
は
、
九
尾
の
血
を
引
く
半
妖
。
」

「
半
妖
…
な
ん
で
そ
ん
な
奴
が
！
」

「
黒
幻
の
陰
陽
師
が
居
る
と
聞
い
た
。
」

「
そ
れ
は
、
俺
だ
！
何
か
用
か
！
」

「
お
前
に
は
出
来
る
の
か
？
」

「
何
を
？
」

「
わ
し
を
人
間
に
出
来
る
の
か
？
」

「
！
？
…
。
」
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半
妖
の
少
女
が
突
然
雛
雅
に
聞
く
。

「
わ
し
は
、
人
間
に
な
り
た
い
の
だ
！
」

「
！
？
…
。
」

俺
の
嫌
い
な
人
間
に
な
る
の
か
？
…
。

「
頼
む
！
陰
陽
師
！
！
」

パ
シ
ッ
！

「
！
？
…
。
」

「
妖
が
雛
雅
に
何
か
用
か
？
」

「
な
ん
だ
、
貴
様
は
。
今
は
わ
し
と
陰
陽
師
が
話
し
て
い
る
！
手
を
離
せ
！
」

梗
式
が
来
て
、
半
妖
少
女
の
手
を
つ
か
ん
で
い
た
。

「
梗
…
。
」

バ
サ
ッ

「
！
？
…
。
」

梗
式
が
自
分
の
上
着
を
雛
雅
の
頭
に
か
ぶ
せ
る
。

「
顔
色
が
悪
い
。
部
屋
で
休
ん
だ
方
が
い
い
。
」

「
大
丈
夫
だ
。
」

「
…
貴
様
。
」

半
妖
少
女
が
刃
を
出
す
。

「
梗
！
！
」

シ
ュ
ッ
！

「
刺
さ
な
い
の
か
？
」

半
妖
少
女
は
梗
式
の
首
の
直
前
で
刃
を
止
め
て
い
た
。

「
わ
し
は
戦
う
気
な
ど
な
い
。
話
を
し
に
き
た
だ
け
だ
。
」

「
そ
う
か
。
じ
ゃ
あ
家
に
入
れ
。
」

「
わ
し
は
半
妖
だ
ぞ
？
」

「
雛
雅
が
顔
色
悪
い
し
、
こ
こ
で
話
し
て
も
悪
化
す
る
だ
け
だ
。
」

「
分
か
っ
た
。
」

３
人
は
教
会
に
入
っ
た
。
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「
雛
雅
！
大
丈
夫
？
」

「
美
麗
、
大
丈
夫
に
決
ま
っ
て
る
。
」

「
そ
っ
か
」
ニ
コ
ッ

ド
キ
ッ
！

「
…
…
。
」

雛
雅
は
頬
を
赤
く
染
め
る
。

「
そ
の
子
は
？
」

「
半
妖
だ
。
」

「
な
ん
だ
？
教
会
と
言
っ
て
も
、
数
人
し
か
居
な
い
ん
だ
な
。
」

半
妖
少
女
は
椅
子
に
座
る
。

雛
雅
は
ソ
フ
ァ
ー
で
寝
転
ぶ
。

「
さ
っ
き
の
話
だ
け
ど
。
何
で
人
間
に
な
り
た
い
わ
け
？
」

「
！
？
…
。
」

「
わ
し
は
、
人
間
が
う
ら
や
ま
し
い
！
だ
か
ら
！
…
。
」

「
い
い
よ
。
」

「
雛
雅
！
」

「
本
当
か
！
！
」

「
だ
け
ど
、
あ
ん
た
は
後
悔
し
な
い
？
半
妖
の
ま
ま
で
良
か
っ
た
。
っ
て
」

「
後
悔
は
昔
し
た
き
り
、
し
て
い
な
い
。
だ
が
も
う
決
意
し
た
の
だ
。
」

「
そ
っ
か
。
人
間
は
と
て
も
哀
れ
。
」

「
え
っ
？
」

「
自
分
自
身
、
目
の
前
で
大
切
な
人
が
居
る
の
に
、
力
が
な
い
か
ら
助
け
ら
れ

な
い
。

　
そ
ん
な
後
悔
と
か
し
な
い
？
」

「
…
…
。
」

「
じ
ゃ
あ
、
す
る
よ
。
」

雛
雅
は
左
目
の
包
帯
を
取
る
。

「
！
？
…
。
」
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「
…
妖
の
血
は
全
て
貰
う
。
俺
の
人
間
の
血
を
上
げ
る
。
」

「
な
ら
、
陰
陽
師
は
妖
怪
に
な
る
の
で
は
な
い
の
か
！
」

「
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
」

「
な
ら
、
わ
し
は
や
ら
な
い
！
」

「
？
！
…
。
」

「
わ
し
は
、
他
人
を
傷
つ
け
た
り
、
そ
ん
な
悲
し
い
事
な
ど
は
し
な
い
。
」

「
そ
う
か
。
な
ら
、
あ
ん
た
こ
こ
に
居
れ
ば
？
」

「
い
い
の
か
？
。
」

「
あ
ん
ま
り
、
人
は
来
な
い
し
。
俺
も
人
離
れ
し
て
る
し
…
。
」

「
？
？
。
」

雛
雅
は
右
目
の
包
帯
を
巻
き
な
お
す
。



12

３
話
　
―
招
待
状
―

ガ
タ
ッ

「
雛
雅
、
起
き
…
！
？
。
」

パ
チ
ッ

「
ん
？
…
ど
う
し
た
？
梗
？
」

「
お
前
…
。
」

「
ん
？
…
あ
ぁ
、
九
尾
の
尻
尾
が
あ
ま
り
に
も
、
気
持
ち
よ
く
て
。
一
緒
に
寝

て
た
な
」
ニ
コ
ッ

「
お
前
…
男
と
女
だ
ぞ
、
そ
れ
を
わ
き
ま
え
ろ
！
！
」

ガ
タ
ッ

「
も
う
、
梗
式
。
朝
か
ら
う
る
さ
…
！
？
雛
雅
！
！
！
！
！
！
」

パ
チ
ッ

「
ん
？
…
人
間
は
朝
に
な
れ
ば
こ
ん
な
に
も
う
る
さ
い
の
か
？
」

「
「
あ
ん
た
の
せ
い
！
！
！
」
」

「
あ
ん
ま
り
、
わ
め
く
な
。
わ
し
も
耳
が
キ
ー
と
す
る
。
」

「
っ
て
、
九
尾
。
名
前
は
？
」

「
夜
桜
。
」

や
お
う

「
カ
ッ
コ
イ
イ
名
前
だ
な
。
」

「
そ
う
か
？
普
通
の
名
だ
ろ
う
？
」

「
そ
う
な
の
か
？
」

夜
桜
と
雛
雅
は
意
気
投
合
だ
っ
た
。

バ
タ
ン
ッ
！

「
雛
雅
、
梗
式
。
ち
ょ
っ
と
来
な
さ
い
。
」

「
？
？
。
」

「
分
か
っ
た
。
」

雛
雅
と
梗
式
が
神
父
に
呼
ば
れ
た
。
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「
お
じ
さ
ん
、
ど
う
か
し
た
の
？
」

「
二
人
宛
に
こ
ん
な
手
紙
が
来
ま
し
た
よ
。
」

「
手
紙
？
」

雛
雅
が
そ
の
手
紙
を
受
け
取
る
。

内
容
は
…
。

『
平
鬼
雛
雅
様
、
悪
那
梗
式
様
へ

　
機
械
が
あ
れ
ば
、
我
等
の
館
に
こ
ら
れ
ま
せ
ん
か
？

　
明
日
１
時
に
使
え
の
者
を
お
く
ら
せ
ま
す
の
で
。
』

「
誰
が
、
出
し
た
ん
だ
？
」

「
だ
が
、
行
く
の
か
？
」

「
機
械
が
あ
れ
ば
と
書
い
て
い
る
の
に
、
明
日
１
時
と
か
意
味
不
明
な
手
紙
だ

な
。
」

「
だ
け
ど
、
ど
う
す
る
？
行
く
か
？
」

「
行
っ
て
も
い
い
け
ど
。
」

「
な
ん
だ
よ
、
そ
れ
。
」

「
だ
け
ど
、
数
日
に
あ
い
つ
が
来
る
っ
て
言
い
出
す
ん
だ
よ
。
」

「
誰
？
」

「
そ
れ
は
、
秘
密
。
」

「
数
日
っ
て
い
つ
？
」

「
一
週
間
後
。
」

「
！
？
…
。
」

「
っ
て
、
興
味
な
い
し
。
行
か
な
い
。
」

雛
雅
は
部
屋
か
ら
出
よ
う
と
す
る
。

「
雛
雅
！
」

「
…
こ
の
手
紙
。
妙
な
ん
だ
よ
。
俺
が
黒
幻
の
称
号
を
持
っ
て
い
る
か
ら
招
待

を
す
る
の
は
お
か
し
く
な
い
。

　
だ
が
、
な
ぜ
。
お
前
を
呼
ぶ
？
」

「
…
助
手
だ
か
ら
か
？
」
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「
そ
ん
な
バ
カ
か
。
俺
は
一
人
で
も
立
派
な
男
だ
。
」

「
は
い
は
い
。
」

ガ
タ
ッ

雛
雅
は
部
屋
か
ら
出
て
行
っ
た
。

「
ふ
わ
ぁ
～
…
眠
い
。
」

雛
雅
は
庭
の
木
に
登
っ
た
。

「
…
…
Ｚ
ｚ
ｚ
。
」

雛
雅
は
そ
の
ま
ま
眠
っ
て
し
ま
っ
た
。

『
お
前
っ
て
、
本
当
に
ガ
キ
だ
な
ぁ
ー
。
』

『
う
る
せ
ぇ
ー
！
！
な
ん
だ
よ
！
！
』

『
俺
と
お
前
は
親
友
だ
も
ん
な
！
！
』
ニ
コ
ッ

『
…
当
た
り
前
だ
！
！
』

パ
チ
ッ

「
ん
？
…
夢
か
ぁ
…
。
」

「
ふ
ふ
ふ
。
」

「
！
？
…
。
」

「
子
供
か
ぁ
～
…
。
」

ム
カ
ッ
！
！

「
俺
を
…
子
供
扱
い
す
る
な
！
！
！
」

雛
雅
は
目
の
前
の
変
な
仮
面
を
つ
け
る
人
の
腹
を
蹴
る
。

仮
面
の
人
は
木
か
ら
落
ち
る
。
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「
は
ぁ
～
…
だ
か
ら
、
大
人
は
…
。
」

「
子
供
の
く
せ
に
！
！
」

「
！
？
…
お
前
、
妖
か
？
」

「
ん
？
そ
う
だ
！
夜
桜
様
の
使
い
の
者
だ
！
夜
桜
様
は
ど
こ
だ
！
！
」

「
夜
桜
の
？
」

「
様
を
付
け
ろ
！
！
」

「
夜
桜
！
！
」

ガ
タ
ッ

「
ん
？
ど
う
か
し
た
の
か
？
雛
。
」

「
お
前
の
使
い
。
」

「
あ
ぁ
、
豹
。
」

「
夜
桜
様
。
」

「
ど
う
か
し
た
の
か
？
」

「
主
様
が
…
。
」

「
分
か
っ
た
。
雛
。
わ
し
は
し
ば
し
森
に
帰
る
。
」

「
了
解
。
ゆ
っ
く
り
し
て
来
い
よ
ぉ
ー
。
」

「
分
か
っ
て
い
る
」
ニ
コ
ッ

「
じ
ゃ
あ
な
ー
。
」

「
う
ぬ
。
」

夜
桜
は
豹
は
去
っ
て
行
っ
た
。

「
ふ
わ
ぁ
～
…
も
う
ひ
と
眠
り
す
る
か
な
ぁ
～
…
。
」
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３
話
　
―
使
い
―

手
紙
が
来
て
、
一
週
間
。

「
返
事
が
来
ま
せ
ん
ね
。
」

「
使
い
を
出
す
か
。
」

「
誰
を
で
す
？
」

「
お
前
だ
。
」

「
正
気
で
す
か
？
」

「
当
た
り
前
だ
、
さ
っ
さ
と
行
け
！
」

「
は
ぁ
～
、
し
ょ
ー
が
な
い
で
す
ね
。
」

ガ
チ
ャ
ッ

男
が
部
屋
か
ら
出
て
行
っ
た
。

「
本
当
に
、
世
話
が
焼
け
ま
す
ね
ぇ
～
」

男
は
つ
ぶ
や
い
た
ら
静
か
に
そ
の
場
か
ら
消
え
た
。

ド
ク
ン
ッ
！
！
！

「
！
？
…
。
」

雛
雅
が
突
然
目
を
覚
ま
す
。

フ
ラ
ッ
…
ド
ン
ッ
！
！
！
！
！

雛
雅
が
木
か
ら
落
ち
た
。

バ
ン
ッ
！
！
！

「
雛
雅
！
凄
い
音
が
し
た
け
ど
、
ど
う
か
し
た
の
！
？
」

「
痛
…
。
」

「
雛
雅
！
大
丈
夫
？
」
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慌
て
て
美
麗
が
雛
雅
に
駆
け
寄
る
。

「
大
丈
夫
だ
…
。
」

「
そ
れ
な
ら
、
良
か
っ
た
で
す
。
」
ニ
コ
ッ

ド
キ
ッ
！

「
…
あ
ぁ
…
。
」

雛
雅
は
頬
を
赤
く
し
た
。

「
あ
な
た
が
、
平
鬼
雛
雅
さ
ん
で
す
か
？
」

「
！
？
…
。
」

突
然
、
男
が
雛
雅
の
後
ろ
か
ら
話
し
か
け
て
き
た
。

「
ん
ぐ
っ
！
！
！
」

男
が
雛
雅
の
口
を
ハ
ン
カ
チ
で
塞
ぐ
。

「
雛
雅
！
あ
な
た
、
何
を
す
る
ん
で
す
か
？
」

「
あ
ぁ
、
ち
ょ
っ
と
。
こ
の
人
は
少
し
興
味
深
い
と
思
い
ま
し
て
」
ニ
コ
ッ

「
…
意
味
が
分
か
り
ま
せ
ん
！
！
！
」

「
…
…
。
」

ド
ン
ッ
！
！
！
！

「
！
？
…
。
」

雛
雅
は
男
の
腹
に
ひ
じ
を
思
い
っ
き
り
ぶ
つ
け
る
。

そ
の
瞬
間
に
雛
雅
は
逃
げ
る
。

「
お
前
、
俺
に
喧
嘩
を
売
っ
た
事
後
悔
し
ろ
よ
！
！
」

雛
雅
は
日
本
刀
を
出
す
。

「
こ
れ
は
、
威
勢
が
い
い
で
す
ね
。
」

「
美
麗
、
下
が
っ
て
ろ
。
」

「
う
ん
。
」

雛
雅
は
美
麗
の
前
に
立
つ
。

「
私
は
、
君
に
用
が
あ
る
だ
け
で
す
。
別
に
戦
う
気
な
ん
て
あ
り
ま
せ
ん
よ
。
」

「
…
俺
に
？
」

「
そ
う
で
す
」
ニ
コ
ッ

「
「
ほ
ざ
く
な
！
！
！
！
！
」
」
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雛
雅
の
声
と
誰
か
の
声
が
は
も
っ
た
。

後
ろ
か
ら
誰
か
が
男
を
蹴
っ
た
。

「
！
？
…
。
」

「
使
い
な
ら
、
帰
れ
！
３
日
後
に
そ
っ
ち
に
行
っ
て
や
る
と
、
伝
え
ろ
！
！
」

「
！
？
…
。
」

雛
雅
は
と
て
も
驚
い
て
い
た
。

「
そ
う
で
す
か
、
分
か
り
ま
し
た
。
」

男
は
消
え
た
。

「
ラ
キ
、
や
り
す
ぎ
だ
ぞ
。
」

「
別
に
い
い
で
し
ょ
う
？
」

「
困
り
ま
す
ね
ぇ
ー
」
ニ
コ
ッ

「
久
々
だ
な
！
雛
雅
」
ニ
コ
ッ

「
！
？
…
。
」

「
誰
？
…
。
」

「
ラ
キ
！
！
！
」
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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